




はじめに 

 経産道感染には,たくさんの微生物が関与している。細菌,ウイルスそれぞれに重要な問

題があり,多くの研究がなされている。治療法の一応存在する細菌性感染症と異なり,ウイ

ルス性感染症は,特異的な治療法に関してはいまだしであり,ヘルペスウイルスではいくつ

か抗ウイルス剤があるわけであるが,まったくもって今後の課題である。したがって,感染

の予防が主目的となる。単純ヘルペスウイルスの場合,産道,性器に病巣がある場合経腹的

娩出法が選択されるし,B 型肝炎ウイルスの場合,新生児に対するガンマグロブリンとワク

チンの投与がおこなわれる。ATL ウイルスの場合,経産道感染なのか母乳による感染なのか,

いまひとつ明確でなく現在研究がすすめられているところである。もちろん,特異的かつ有

効な抗ウイルス剤がいつか開発されるであろうが,その時は考え方が基本的にかわってく

ることであろう。 


